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　秋道 智彌　　　　　   ／　 　山梨県立富士山
世界遺産センター所長

窪川かおる 帝京大学先端総合
研究機構客員教授

阪口 秀 （公財）笹川平和財団
　海洋政策研究所長

1.ジェンダー論の地平

　生の起源―性と           は何か

　性転換する海洋生物―性と言う戦略

　男と女をつなぐ舟

　ポリネシアにおける多様な性の共生

2.海洋保護の最前線で

　タイのジュゴン保護区と漁民

　スナメリを音響で追いかける

　サンゴ礁漁撈文化の知恵と物語を紡いで

3.海のジェンダー平等へ

　漁村女性のネットワークの展開と今後

　男性中心から男女共同参画へ

　ミクロネシアから考えるジェダー平等

　女性たちをエンパワーするために

　流れを変えるー海のジェンダー平等へ

執筆は、
女性研究者17名。
　かねてより海は男の世界と言われ

ていました。
　しかし、海洋問題の解決を促進
し、人間社会の持続可能性を担保す
るためには、ジェンダー平等が不可

欠です。
　ジェンダーギャップ指数で常にラ
ンキング下位争いとなっている日本
が、海のジェンダー平等を目指すに
はどうするべきか。世界の現状を知
り、考察していきます。

海洋でジェンダー平等を
実現することはなぜ大切か

海にまつわる様々な問題を各方面
の専門家たちが俯瞰的に考え、解
決への道筋を提言する「海とヒト
の関係学」シリーズ。
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